
ロシアによるウクライナへの侵略を抗議する決議 

 

  

国際社会の懸命な外交努力にもかかわらず、ロシアは令和４年２月２４日に

ウクライナへの軍事侵攻を開始し、一般市民を含めた多数の死傷者がでてい

る。このことは国際社会の平和と安全を著しく損ない、ウクライナの主権と領

土を侵害する国際法違反であるとともに、力による一方的な現状変更は断じて

認めることができない。よって松原市議会は今回のロシアの侵略について、も

っとも強い言葉で厳重に抗議する。 

 ３月２日の国連総会において採択された決議のとおり、ロシア軍の即時かつ

無条件の撤退を強く求める。 

 

以上決議する。 

 

令和４年３月７日 

   松 原 市 議 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


